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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、スタートアップ企業のイノベーション創出の源泉としての「人的資
本」「組織デザイン」の役割について取り組んだ。特に、スタートアップのイノベーション成果における「アン
トレプレナー自身や従業員の人的資本の水準や流動性」の影響について明らかにした。この研究課題を通して、
スタートアップ企業がイノベーションに取り組む際の組織のあり方についていくつかの手かがりを得ることがで
きた。研究成果は国際学術誌に発表するとともに、セミナー、学会、講演会などで発信に努めた。

研究成果の概要（英文）：This research project addressed the role of human capital and organizational
 design in determining the innovation outcomes of start-up firms. In particular, the influence of 
human capital and mobility of entrepreneurs and employees on start-ups' innovation outcomes was 
clarified. Through this research project, we provided some clues as to how start-ups should be 
organised when they are involved in innovation. The research results were published in international
 journals and presented in seminars, conferences and lectures.

研究分野： アントレプレナーシップの経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
スタートアップ企業は、競争の活発化、イノベーション、雇用創出といった経済活性化の役割が期待されてい
る。他方で、スタートアップ企業は「新規性の不利益」と呼ばれるような新しさが原因で生じる多くの課題に直
面することが知られている。市場任せにしていては創業はうまく行かないことが多いため、政策的に何らかの介
入が求められている。本研究課題では、スタートアップ企業がどのような組織作りをすることがイノベーション
実現において有利なのかといった問いに取り組み、たとえば、アントレプレナー自身や従業員の人的資本の水準
の高さや入れ替わり（流動性）がイノベーション成果にどのように結びつくのかについて明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

スタートアップ企業は、競争の活発化、イノベーション、雇用創出といった経済活性化の役

割が期待されている。他方で、スタートアップ企業は、有する資源が乏しく、経験もほとんど

ないため、資金調達、人材確保、取引先・提携先確保などに苦労する「新規性による不利益

（liability of newness)」に直面することが広く知られている。情報の非対称性や資本市場の

不完全性といった「市場の失敗」が原因で、市場任せにしていては創業はうまく行かないこと

が多いため、政策的に何らかの介入が求められている。どのようにスタートアップ企業による

イノベーションを促進するかという問いは政策的な課題である。 

特に、研究開発型スタートアップ企業は、高い資金需要をもつ一方で外部の金融機関や貸し

手との間の情報の非対称性が大きく、実際には十分な資金調達が難しく、研究開発投資からリ

ターンを思うように得ることが難しい。そこで、リスクやコストをシェアすることを可能とす

る「企業、大学、研究機関などの他組織との共同研究開発を含めたパートナーシップ」が重要

な戦略となるが、外部から知識を獲得する上で重要な役割を果たす組織内部の「吸収能力」を

十分に有していないことが知られている。そこで、「創業者の人的資本」が企業の吸収能力を

補完するため、パートナーシップ構築において重要な役割を果たすことが先行研究において示

されてきた。 
 
２．研究の目的 

「創業チーム」の組織デザインは創業後の企業の成否にどのような影響を与えるのか。これ

までの先行研究は、創業後のパフォーマンスを決定する要因として、創業者であり代表者

（CEO）の人的資本にのみ焦点があてられる傾向があり、共同創業者を含めた「創業チーム」の

役割については必ずしも明らかにされていない。スタートアップ企業は、既存企業と比較して

資源（人的・物的・財務的）の制約が非常に大きく、ステークホルダー（銀行などの外部資金

提供者，潜在的な労働者，取引相手など）との間に存在する「情報の非対称性」によって、外

部から必要な資金を調達することが難しいだけでなく、必要な人材の確保や取引相手の探索な

どにおいていくつもの障害に直面する。 

こうした背景において、創業者を含めた「創業チーム」の人的資本はスタートアップ企業に

とって貴重な資源であり、その戦略やパフォーマンスを決定する上で重要な役割を果たすと考

えられる。そこで、本研究課題では、スタートアップ企業がどのような組織作りをすることが

イノベーション実現において有利なのかといった問いを明らかにすることが目的である。たと

えば、代表者（アントレプレナー）自身の人的資本に加えて、従業員の人的資本の水準の高さ

や入れ替わり（流動性）がイノベーション成果にどのように結びつくのかについて取り組ん

だ。 

 
３．研究の方法 

本研究では、日本のスタートアップ企業のデータを用いてさまざまな問いに取り組んでい

る。当初、スタートアップ企業に対してアンケート調査を実施しようと試みたが、予算制約の

ため実行が難しいと判断し、既存のデータソースをもとに分析することになった。既存のデー

タソースとして、研究代表者が以前参画していたプロジェクトで実施したアンケート調査の結

果を用いた。この調査では、スタートアップ企業の代表者の個人属性だけでなく、従業員の構

成についての情報が含まれている。 



そこで、本研究では、スタートアップ企業の代表者（アントレプレナー）の人的資本や従業

員の構成（家族従業員の有無など）や流動性に関する指標を用いて分析を行うこととし、創業

後のイノベーション成果との関係を明らかにした。 

 
 
４．研究成果 

本研究では、スタートアップ企業の代表者（アントレプレナー）の人的資本や従業員の構成（家

族従業員の有無など）や流動性に関する指標を用いて分析を行うこととし、創業後のイノベーシ

ョン成果との関係を明らかにした。 

具体的には、スタートアップ企業が共同研究の効果を十分に活用し、イノベーション成果を効

率的に達成する上で、創業者の人的資本が欠かせない役割を果たすという結果を示した。また、

「家族従業員の役割」がイノベーション創出においてどのような役割を果たすのかについて分

析してきた。家族従業員はスタートアップ企業が苦労する資源の希少性を補う上で重要な役割

を果たし、結果として彼らの存在がイノベーション創出において正の影響を与えることが明ら

かになった。 

関連研究を含めてこれらの研究成果は国際的学術誌、セミナー、学会での報告を通して対外的

な発信を行うことに努めた。 
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